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五
井
蘭
洲
の
「
敬
」
論
に
つ
い
て
の
一
考
察

佐
　
藤
　
由
　
隆

序
　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
懐
徳
堂
の
初
中
期
を
支
え
た
五
井

蘭
洲
（
一
六
九
七
―
一
七
六
二
）
の
「
敬
」
に
対
す
る
解
釈
で
あ
る
。

　

朱
子
学
に
お
け
る
「
敬
」
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
す
で
に
多

数
存
在
し
て
い
る
が（
１
）、

そ
の
概
略
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
朱
熹
自
身
が
「
敬
は
一
心
の
主
宰
に
し
て
万
事
の
本

根
な
り（
２
）」

と
言
い
、
ま
た
「
学
者
の
工
夫
は
唯
だ
居
敬
窮
理
の
二

事
に
在
り
。
此
の
二
事
互
い
に
相
い
発
し
、
能
く
理
を
窮
む
れ
ば

則
ち
敬
に
居
る
工
夫
は
日
に
益ま
す
ます

進
み
、
能
く
敬
に
居
れ
ば
則
ち

理
を
窮
む
る
工
夫
は
日
に
益
す
密
な
り（
３
）」

と
言
う
よ
う
に
、「
敬
」

は
非
常
に
重
要
な
概
念
で
あ
り
、「
居
敬
」
は
「
窮
理
」
と
並
ぶ

修
養
法
と
し
て
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
者
の
関
係
は

『
易
』
文
言
伝
の
「
君
子
は
敬
以
て
内
を
直
く
し
、
義
以
て
外
を

方
に
す
（
君
子
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
）」
に
対
応
す
る
も
の
で

あ
り
、「
敬
以
直
内
」
と
い
う
内
的
修
養
は
「
居
敬
」
を
、「
義
以

方
外
」
と
い
う
外
的
修
養
は
「
窮
理
」
を
指
す
、
と
い
う
の
が
一

般
的
な
解
釈
で
あ
る（
４
）。

　

そ
の
上
で
、
朱
熹
は
次
の
よ
う
に
も
説
い
て
い
る
。

二
先
生
の
論
ず
る
所
の
敬
の
字
、
須
ら
く
動
静
を
該
貫
し
て

看
て
方は
じ

め
て
得
ん
。
夫
れ
其
の
事
無
き
に
方あ
た

り
て
主
を
存
し

て
懈お
こ
たら

ざ
る
者
は
、
固
よ
り
敬
な
り
。
其
の
物
に
応
じ
て
酬

酢
乱
れ
ざ
る
者
も
、
亦
た
敬
な
り
。〔
中
略
〕
豈
に
必
ず
し

も
攝
心
坐
禅
を
以
て
之
を
敬
と
謂
わ
ん
や
。〔『
朱
子
文
集
』

巻
四
十
五
「
答
廖
子
晦（
５
）」〕

　

つ
ま
り
「
居
敬
」
は
「
動
」「
静
」
双
方
の
状
態
に
お
い
て
行
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わ
れ
る
修
養
法
で
あ
り
、
必
ず
し
も
仏
教
の
説
く
「
攝
心
坐
禅
」

を
指
し
て
「
敬
」
と
言
う
の
で
は
な
い
、
と
言
う
。

　

こ
の
よ
う
な
「
動
静
」
を
貫
く
「
敬
」
の
修
養
に
つ
い
て
、
例

え
ば
吾
妻
重
二
は
「
い
つ
い
か
な
る
時
に
も
心
を
冷
静
厳
粛
に
保

ち
、
自
己
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
説
き（
６
）、

垣
内
景
子
は「
そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
対
象
に
専
一
に
取
り
組
み
、

別
の
何
か
に
気
を
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
心
を
常
に
覚
醒
さ
せ
、
集

中
さ
せ
る
こ
と
」
で
あ
る
と
説
く（
７
）。

い
ず
れ
に
し
て
も
自
己
の
心

的
状
態
を
述
べ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
程
伊
川
が
説
く
「
整
斉
厳

粛
」
や
「
主
一
無
適
」
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
よ
っ

て
、
そ
の
解
釈
も
や
や
異
な
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
五
井
蘭
洲
が
他
学
批
評
を
行
う
際
に
述
べ

ら
れ
る
「
敬
」
解
釈
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
で
、
蘭
洲
の
朱
子

学
者
と
し
て
の
特
色
を
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

一
　
伊
藤
仁
斎
に
対
す
る
「
敬
」
批
判

　

ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
、
五
井
蘭
洲
の
晩
年
で
あ
る
宝
暦
十
一

年（
一
七
六
一
）に
伊
藤
仁
斎
批
判
の
書
と
し
て
も
の
さ
れ
た
、『
非

伊
編
（
篇
）』
で
あ
る（
８
）。

　

こ
の
文
献
は
、
荻
生
徂
徠
批
判
の
書
で
あ
る
『
非
物
篇
』
と
は

違
っ
て
未
刊
で
あ
り
、
写
本
も
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文

庫
に
は
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
唯
一
、
自
筆
本
と
思
わ
れ
る
も
の

が
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
存
在
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
書
が
蘭
洲
の
他
学
批
評
の
書
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
る
の
は
、
門
人
の
中
井
竹
山
が
撰
し
た
墓
碑
銘
を
見
る
と
、

そ
の
よ
う
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。

嘗
て
慨
く
に
、
一
時
の
鉅
儒
は
少
な
し
と
為
さ
ざ
れ
ど
も
固

滞
に
局せ
ま

ら
ず
、
輒
ち
忽
略
に
帰
す
れ
ば
、
神
仏
譎
誕
の
説
、

乗
じ
て
以
て
張
皇
し
、
其
の
之
を
厭
う
者
は
変
じ
て
功
利
詞

章
を
為
し
、
反
て
口
を
復
古
に
籍
り
、
高
ぶ
り
て
自
ら
標
榜

す
れ
ば
、
新
奇
を
好
む
の
士
、
靡
然
と
し
て
趨
附
す
る
に
、

文
行
岐
れ
て
良
材
日
に
壊
る
と
。
乃
ち
掲
げ
る
に
博
約
の
旨

を
以
て
し
、
偏
を
矯
め
頽
を
拯
い
、
以
て
人
心
を
正
し
て
文

を
行
に
合
わ
し
め
ん
と
し
、
非
伊
・
非
物
・
非
費
・
承
聖
の

諸
篇
を
著
し
、
榛
蕪
を
艾
り
て
以
て
周
行
を
示
す
。
後
進
は

郷
う
所
を
知
る
こ
と
、
大
寐
新
醒
す
る
が
若
し
。
豈
に
以
て

邪
説
を
息
む
に
足
る
と
道
う
者
に
非
ざ
ら
ん
や
。〔
木
村
敬

二
郎
『
稿
本
大
阪
訪
碑
録
』「
蘭
洲
五
井
先
生
之
墓
」（『
浪
速

叢
書
』
第
十（
９
））〕

　

こ
こ
に
、『
非
物
篇
』
と
並
び
、『
非
伊
編
』
の
書
名
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
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る（
（（
（

。
こ
れ
と
『
非
伊
編
』
と
を
対
照
す
る
と
、
様
々
な
異
同
が
見

受
け
ら
れ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
『
非
伊
編
』
に
至
っ
て
、「
敬
」

に
関
す
る
議
論
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
古
学
論
」
に
お
い
て
具
体
的
に
「
敬
」
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
の
は
、
左
の
文
章
の
み
で
あ
る
。

仁
斎
又
た
敬
字
を
悪
み
、
程
朱
を
非
る
。
然
れ
ど
も
学
問
の

道
有
り
て
以
来
、
古
書
の
敬
字
を
説
く
こ
と
一
に
し
て
足
ら

ず
。
仁
斎
も
亦
た
読
書
人
な
り
。
何
ぞ
嘗
て
敬
の
尚
ぶ
べ
き

を
知
ら
ざ
ら
ん
。
但
だ
程
朱
の
敬
字
を
主
張
す
る
為
に
し
て

之
を
悪
む
の
み
。
諺
の
謂
う
所
の
浮
屠
を
疾
み
て
袈
裟
に
及

ぶ
者
な
り
。〔『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
上
巻
、
十
八
葉
表（
（（
（

〕

　

要
す
る
に
、「
坊
主
憎
け
り
ゃ
袈
裟
ま
で
憎
い
」
を
地
で
行
く

の
が
仁
斎
の
「
敬
」
批
判
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
古

学
論
」で
は
こ
の
一
文
の
み
で
あ
っ
た
が
、『
非
伊
編
』に
な
る
と
、

『
語
孟
字
義
』
に
見
え
る
仁
斎
の
「
敬
」
論
を
起
点
に
し
た
、
一

葉
半
に
及
ぶ
文
章
が
追
加
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

又
た
曰
く
、「
敬
は
尊
崇
奉
持
の
謂
な
り
。
按
ず
る
に
古
の

経
書
に
一
も
事
無
く
し
て
徒
ら
に
敬
の
字
を
守
る
と
謂
う
も

の
無
し
。
朱
子
曰
く
、「
敬
は
一
身
〔『
語
孟
字
義
』
作
「
一

　

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
五
井
蘭
洲
を
主
対
象
と
し
、

懐
徳
堂
学
派
の
学
問
観
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の

結
果
、懐
徳
堂
学
派
は
、学
問
に
よ
る
知
識
の
取
得
と
考
察（「
知
」）

と
自
分
自
身
の
実
践
（「
行
」）
と
は
常
に
一
貫
性
を
有
し
て
お
ら

ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
お
り
、
朱
子
学
に
内
在

す
る
「
先
知
後
行
」
と
「
知
行
並
進
」
の
う
ち
、「
知
行
並
進
（
博

約
並
進
）」
の
方
を
選
択
的
に
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た（
（（
（

。
右
の
竹
山
の
文
を
信
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
「
復
古
」

を
唱
え
て
「
文
行
」
が
岐わ
か

れ
て
し
ま
っ
た
学
問
を
批
判
す
る
べ
く
、

「
文
」
と
「
行
」
と
を
合
わ
せ
る
べ
し
と
い
う
主
張
の
下
、「
博
約

之
旨
」
を
掲
げ
て
著
さ
れ
た
も
の
が
『
非
物
篇
』『
非
伊
編
』
等

の
書
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
こ
の
『
非
伊
編
』
か
ら
蘭
洲

の
知
行
並
進
論
、
博
約
並
進
論
を
見
出
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
目
下

の
課
題
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
ま
ず
着
目
し
た
い
の
が
、『
非
伊
編
』
の
冒
頭
章
で
述

べ
ら
れ
る
「
敬
」
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。

　

こ
の
冒
頭
章
は
伊
藤
仁
斎
批
判
に
お
け
る
総
論
と
も
言
う
べ

き
、五
葉
に
も
ま
た
が
る
文
章
で
、こ
の
の
ち
、『
論
語
古
義
』、『
語

孟
字
義
』に
お
け
る
仁
斎
の
各
論
に
対
す
る
批
判
が
続
い
て
い
る
。

ま
た
こ
の
章
に
限
っ
て
は
、『
蘭
洲
先
生
遺
稿
』
に
も
「
古
学
論
」

と
い
う
題
で
収
録
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。寺
門
日
出
男
の
考
察
に
従
え
ば
、

「
古
学
論
」
が
書
か
れ
た
の
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
頃
で
あ
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心
」〕
の
主
宰
、
万
事
の
根
本
な
り
」
と
。
愚
は
謂
ら
く
、

然
ら
ず
。
聖
門
の
学
は
仁
義
を
以
て
宗
と
為
し
て
、
忠
信
を

主
と
為
す
。
未
だ
嘗
て
敬
を
以
て
万
事
の
根
本
と
為
さ
ず
」

と
〔
こ
こ
ま
で
『
語
孟
字
義
』
巻
之
下
、「
敬
」
全
二
条
の

要
約
〕。
学
者
は
孰
か
仁
義
を
以
て
宗
と
為
し
忠
信
を
主
と

為
さ
ざ
ら
ん
。
夫
子
曰
く
、「
己
を
修
め
て
以
て
敬
す
」
と
。

仁
義
は
己
を
修
む
る
の
本
な
り
。
其
の
要
は
敬
に
在
れ
ば
、

之
を
詳
論
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
敬
を
以
て
修
養
の
功
と
為
す

こ
と
、
唐
虞
よ
り
肇
め
て
三
代
を
歴
て
、
詩
書
六
芸
の
載
す

る
所
、
歴
々
数
う
べ
し
。
其
の
最
も
切
な
る
者
は
、
孔
子
曰

く
、「
敬
以
て
内
を
直
く
す
」
と
。
是
れ
何
物
を
尊
崇
奉
持

せ
ん
や
。
国
語
に
至
り
て
は
「
敬
は
徳
の
聚
な
り
。
能
く
敬

す
れ
ば
必
ず
徳
有
り
」
と
云
う
。
是
れ
何
物
を
尊
崇
奉
持
せ

ん
や
。
仁
義
を
宗
と
せ
ん
と
欲
す
る
と
雖
も
、
内
省
し
て
敬

無
く
ん
ば
、
則
ち
何
ぞ
能
く
仁
義
を
得
ん
。
孔
子
は
敬
を
以

て
学
者
を
教
え
て
曰
く
、「
行
篤
敬
」、「
己
を
修
め
て
以
て

敬
す
」
と
。
是
れ
又
た
何
物
を
尊
崇
奉
持
せ
ん
や
。
孟
子
に

至
り
て
も
亦
た
然
り
。

戦
国
よ
り
秦
漢
を
歴
て
、
聖
王
は
作
ら
ず
、
処
士
は
横
議
し
、

放
蕩
自
肆
す
れ
ば
、
即
ち
敬
を
遺
る
。
晋
の
清
言
の
徒
の
出

る
に
至
り
て
、
礼
法
は
豈
に
吾
輩
の
為
に
設
け
ん
や
と
言
え

り
。
夫
れ
礼
と
は
敬
な
る
の
み
。
此
の
輩
は
礼
を
蔑
め
ば
、

況
ん
や
敬
を
や
。
即
ち
乱
頭
養
望
し
て
曠
達
を
言
え
ば
、
世

の
放
肆
を
悦
ぶ
者
、
滔
々
と
し
て
皆
な
之
に
帰
し
、
聖
門
の

正
心
威
儀
の
学
を
知
ら
ず
。王
弼
何
晏
の
倫
の
如
き
は
、易
・

論
語
を
以
て
専
門
と
為
す
と
雖
も
、
其
の
人
と
為
り
は
、
浮

虚
躁
妄
に
し
て
、
皆
な
取
る
に
足
ら
ず
。
是
に
於
て
武
人
は

吏
に
倍
き
、
易
は
其
れ
誕
り
、
異
端
邪
説
は
、
其
の
虚
に
乗

じ
て
其
の
説
を
鼓
し
、
以
て
之
を
軽
慢
し
、
因
循
に
し
て
唐

末
五
代
に
至
ら
ば
、
遂
に
君
臣
の
義
す
ら
之
を
廃
す
。
夫
れ

敬
と
義
と
は
相
い
表
裏
内
外
を
為
す
者
な
り
。
故
に
曰
く
、

「
敬
以
て
内
を
直
く
し
、
義
以
て
外
を
方
に
す
」
と
。
夫
れ

敬
を
廃
せ
ば
、
則
ち
義
は
従
り
て
亡
ぶ
こ
と
、
亦
た
観
る
べ

し
。
是
に
由
り
て
纂
弑
す
る
こ
と
上
に
相
い
継
ぎ
、
邪
暴
は

下
に
並
び
に
興
り
、
一
韓
退
之
有
り
と
雖
も
之
を
理
性
に
本

づ
く
る
こ
と
能
わ
ず
、
亦
た
敬
の
尚
ぶ
べ
き
を
知
ら
ず
、
聖

教
を
補
う
こ
と
無
し
。
宋
の
諸
君
子
に
及
び
て
、
礼
を
以
て

身
を
律
し
、
敬
を
以
て
心
を
存
し
、
以
て
唐
虞
三
代
の
旧
に

復
す
。
其
の
間
に
陸
象
山
な
る
者
有
り
、
敬
を
悪
み
、
明
に

至
り
て
王
陽
明
・
李
卓
吾
の
輩
を
興
し
、
亦
た
敬
義
の
学
為

る
こ
と
を
知
ら
ず
、
仏
に
佞
り
禅
を
授
け
、
遂
に
夷
狄
を
中

国
に
入
ら
し
め
、
敬
義
の
学
は
地
を
掃
い
て
尽
き
、
明
は
従

り
て
亡
ぶ
。
是
に
由
り
て
之
を
観
れ
ば
、
敬
は
人
心
の
邪
正
、

国
家
の
治
乱
に
係
れ
ば
、
其
れ
忽
に
す
べ
け
ん
や
。
仁
斎
は
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人
と
為
り
は
緩
慢
に
し
て
、
義
気
激
烈
な
る
を
悦
ば
ず
、
故

に
敬
を
疾
む
の
み
。〔『
非
伊
編
』、
二
葉
表（
（（
（

〕

　

右
の
ご
と
き
長
文
で
あ
る
が
、
内
容
は
前
後
で
大
き
く
分
か
れ

て
い
る
。

　

ま
ず
前
半
で
は
仁
斎
の
具
体
的
な
「
敬
」
論
に
対
す
る
反
駁
で

あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
吾
妻
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
、「
敬
」

は
対
象
を
持
っ
た
概
念
で
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
議
論
で
あ
り（
（（
（

、

仁
斎
の
説
く
よ
う
な
、
対
象
性
を
持
っ
た
「
尊
崇
奉
持
」
で
は
断

じ
て
な
い
、
と
い
う
主
張
を
蘭
洲
は
行
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
後
半
に
な
る
と
、
秦
漢
以
後
の
思
想
史
に
お
け
る
「
敬
」

軽
視
の
流
れ
と
そ
の
弊
害
に
つ
い
て
述
べ
、
仁
斎
を
離
れ
た
論
を

展
開
す
る
。
蘭
洲
は
「
夫
れ
礼
と
は
敬
な
る
の
み
」
と
言
い
切
っ

て
お
り
、「
礼
」
軽
視
と
「
敬
」
軽
視
は
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
で
あ
り
、

「
敬
」
と
「
義
」
は
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
心
の
邪
正

よ
り
国
家
の
治
乱
ま
で
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
説

く
。
そ
し
て
、「
仁
斎
は
人
と
為
り
は
緩
慢
に
し
て
、
義
気
激
烈

な
る
を
悦
ば
ず
、
故
に
敬
を
疾
む
の
み
」
と
締
め
く
く
る
。
こ
の

最
後
の
言
葉
か
ら
は
、「
敬
」
を
軽
ん
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
事

に
臨
む
こ
と
に
対
す
る
、
す
な
わ
ち
「
行
」
に
対
す
る
熱
意
が
足

ら
な
い
、
と
い
う
意
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
『
非
伊
編
』
に
は
次
の
よ
う
な
条
も
あ
る
。

又
た
曰
く
、「
後
世
或
い
は
持
敬
を
以
て
宗
旨
と
為
し
、
或

い
は
致
良
知
を
以
て
宗
旨
と
為
す
も
、
未
だ
忠
信
を
以
て
主

と
為
す
も
の
有
ら
ず
。
亦
た
夫
の
孔
門
の
学
と
異
に
す
」
と

〔『
語
孟
字
義
』
巻
之
上
、「
忠
信
」
第
二
条
〕。
夫
れ
宋
儒
も

忠
信
を
以
て
本
と
為
す
も
、
唯
だ
其
れ
方
法
は
、
各
の
其
の

性
の
近
き
所
を
以
て
す
る
の
み
。
故
に
或
い
は
持
敬
し
、
或

い
は
致
知
〔「
致
良
知
」
の
誤
り
か
〕
す
る
も
、
皆
な
忠
信

を
進
む
る
所
以
な
り
。
知
ら
ず
仁
斎
の
忠
信
を
進
む
る
の
方

法
、
何
を
以
て
す
る
か
を
。
将
に
忠
信
を
口
誦
せ
ん
と
す
る

こ
と
老
婆
念
仏
の
如
き
か
。〔『
非
伊
編
』、
二
十
六
葉
表（
（（
（

〕

　

こ
れ
を
見
る
と
、「
持
敬
」
と
は
「
行
」
に
お
け
る
具
体
的
方

法
論
で
あ
っ
て
、
仁
斎
の
説
く
「
忠
信
」
は
抽
象
的
概
念
に
過
ぎ

な
い
、
と
蘭
洲
は
説
い
て
い
る
。
先
の
文
章
で
も
「
学
者
は
孰
か

仁
義
を
以
て
宗
と
為
し
忠
信
を
主
と
為
さ
ざ
ら
ん
」
と
言
っ
て
い

る
通
り
、
重
ん
ず
べ
き
「
仁
義
」
や
「
忠
信
」
は
す
べ
て
「
敬
」

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
蘭
洲
の
主
張
で

あ
る
こ
と
が
判
る
。
す
な
わ
ち
「
敬
」
と
は
す
べ
て
の
「
行
」
を

包
括
す
る
方
法
論
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
蘭
洲
の
解
釈
な
の
で

あ
る
。
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二
　「
敬
」
と
い
う
こ
と

　

で
は
、
そ
の
「
敬
」
と
は
、
蘭
洲
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

蘭
洲
の
著
作
で
あ
る
『
知
新
録
』
に
、
次
の
よ
う
な
条
が
あ
る
。

古
人
モ
禅
学
ヲ
好
ム
。
儒
者
敬
ノ
工
夫
ヲ
坐
禅
ト
同
シ
ヤ
ウ

ニ
ト
リ
違
ヘ
タ
リ
。坐
禅
ニ
テ
本
来
面
目
ヲ
見
ツ
ケ
ル
如
ク
、

敬
ノ
工
夫
ニ
テ
心
ノ
本
体
ヲ
知
ル
事
ト
思
ヘ
リ
。
先
心
ノ
本

体
ヲ
知
ル
ハ
窮
理
ノ
事
ニ
テ
、
敬
ノ
工
夫
ニ
ア
ツ
カ
ラ
ス
。

理
ト
気
ト
ヲ
合
ス
ガ
心
ナ
リ
。
其
心
ノ
静
ナ
ル
ハ
性
、
心
ノ

動
ク
ハ
情
、
心
静
ナ
レ
ハ
寂
然
不
動
、
心
動
ケ
ハ
感
而
遂
通

天
下
之
故
、
静
ナ
ル
性
ヲ
形
容
ス
レ
ハ
中
、
動
ク
情
ヲ
形
容

ス
レ
ハ
和
チ
、
窮
理
ノ
力
ヲ
以
テ
真
知
実
見
ス
ル
カ
心
ノ
本

体
ヲ
知
ル
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
。
心
ノ
本
体
ヲ
知
ル
ハ
心
ノ
本
体

ノ
理
ヲ
知
ル
事
也
。
敬
ハ
心
ノ
存
不
存
ハ
イ
カ
ナ
ル
モ
ノ
ソ

ト
イ
ヘ
ハ
、
心
不
在
焉
、
視
而
不
見
、
聴
而
不
聞
、
食
而
不

知
其
味
カ
心
不
存
也
。
心
裏
ニ
テ
心
在
焉
、
視
而
見
、
聴
而

聞
、
食
而
知
其
味
カ
心
存
ス
ナ
リ
。
事
ニ
ノ
ゾ
ム
ニ
其
ノ
ゾ

ミ
タ
ル
一
ト
色
バ
カ
リ
ヲ
不
思
、
二
タ
色
モ
三
色
モ
思
フ
ガ

心
不
存
也
。
ソ
ノ
ノ
ゾ
ミ
タ
ル
事
、
一
ト
色
ハ
カ
リ
ヲ
思
フ

テ
、
外
ノ
事
ハ
一
念
モ
ウ
ツ
サ
ヌ
カ
心
存
也
。
主
一
無
適
ト

云
モ
コ
レ
ヲ
云
ナ
リ
。
既
窮
理
ニ
テ
心
ノ
本
体
ノ
理
ハ
真
知

実
見
ス
ル
ユ
ヘ
、
其
心
ノ
ハ
ナ
レ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
存
ス
ル
カ
敬
ノ

工
夫
也
。
心
ノ
本
体
ノ
理
ヲ
真
知
実
見
シ
タ
ル
上
ノ
工
夫
カ

敬
ナ
リ
。
敬
ハ
聖
学
ノ
始
終
、
万
事
ノ
本
根
ナ
ル
ユ
エ
、
此

敬
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
窮
理
モ
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
。
知
ラ
ヌ

サ
キ
モ
敬
、
知
テ
後
モ
ナ
ヲ
〳
〵
敬
ナ
リ
。〔
中
略
〕
サ
テ

窮
理
ニ
テ
我
心
ノ
本
体
ヲ
実
知
実
見
ス
レ
ハ
臆
（
マ
マ
）兆

ノ
天
下
ノ

人
ノ
心
ノ
本
体
モ
同
シ
事
ト
知
ル
。
人
モ
又
自
分
ノ
心
ノ
本

体
ヲ
実
知
実
見
ス
レ
ハ
又
如
此
、
臆
兆
ノ
天
下
ノ
人
ノ
心
ノ

本
体
モ
同
シ
ト
知
リ
テ
天
下
公
共
ナ
リ
。
禅
者
ノ
坐
禅
ハ
心

ノ
本
体
ヲ
見
ツ
ケ
テ
モ
己
一
分
ノ
事
ニ
テ
、
人
ノ
心
ノ
本
体

ハ
知
ラ
レ
ス
。
ユ
ヘ
ニ
自
己
面
目
ト
云
。
且
禅
者
ノ
見
ツ
ケ

タ
ル
心
ノ
本
体
ハ
、
聖
人
ノ
道
ノ
心
ノ
本
体
ノ
彷
彿
ニ
テ
、

影
ヲ
認
テ
体
ト
ス
ル
如
シ
。〔『
知
新
錄
』（
大
阪
府
立
中
之

島
図
書
館
蔵
本
）、
六
十
六
葉
裏
〕

　

こ
こ
の
冒
頭
に
あ
る
、「
敬
」は
坐
禅
の
ご
と
き
も
の
で
は
な
い
、

と
い
う
の
は
、
本
稿
の
序
で
も
挙
げ
た
『
朱
子
文
集
』
の
「
答
廖

子
晦
」
の
よ
う
な
議
論
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
が
、「
心
ノ
本
体
ヲ
知
ル
」
と
い
う
修
養
は
「
敬
」
で
は

な
く
「
窮
理
」
で
あ
る
と
蘭
洲
は
説
く
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
敬
」
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と
は
「
知
」
で
は
な
く
「
行
」
に
か
か
わ
る
修
養
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
「
知
」
の
領
域
に
あ
る
「
窮
理
」
と
は
ど
の
よ
う
な

関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
蘭
洲
は
、「
既
窮
理
ニ
テ
心
ノ
本
体

ノ
理
ハ
真
知
実
見
ス
ル
ユ
ヘ
、
其
心
ノ
ハ
ナ
レ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
存
ス
ル

カ
敬
ノ
工
夫
也
。
心
ノ
本
体
ノ
理
ヲ
真
知
実
見
シ
タ
ル
上
ノ
工
夫

カ
敬
ナ
リ
」
と
言
う
。
蘭
洲
は
「
窮
理
」
に
よ
る
「
真
知
実
見
」

あ
る
い
は
「
実
知
実
見
」
を
き
わ
め
て
重
要
視
し
て
お
り
、『
蘭

洲
先
生
大
学
或
問
講
義
』
で
は
「
真
知
実
見
ス
レ
バ
、
オ
ノ
ヅ
カ

ラ
信
ズ
。
信
ズ
レ
バ
必
ズ
行
フ
」
な
ど
と
も
述
べ
て
い
る
が（
（（
（

、
そ

れ
は
飽
く
ま
で
「
必
ズ
行
フ
」
た
め
の
準
備
が
整
っ
た
と
い
う
意

味
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
場
面
に
お
い
て
も
「
行
」
が
果
た
せ
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、「
其
心
ノ
ハ
ナ
レ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
存
ス
ル
」

こ
と
、
す
な
わ
ち
「
敬
」
の
工
夫
が
必
須
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
だ
け
見
れ
ば
「
窮
理
→
居
敬
」
と
い
う
単
純
な
図
式
が
成

立
し
そ
う
で
あ
る
が
、
一
方
で
蘭
洲
は
、「
此
敬
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ

窮
理
モ
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
。
知
ラ
ヌ
サ
キ
モ
敬
、
知
テ
後
モ

ナ
ヲ
〳
〵
敬
ナ
リ
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
蘭
洲
は
、「
知

行
並
進
」
論
の
下
、「
窮
理
」
す
な
わ
ち
「
格
物
致
知
」
の
段
階

に
お
い
て
、
実
践
に
よ
る
検
証
と
い
う
、「
行
」
に
よ
る
「
知
」

の
補
完
を
説
い
て
い
る（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
必
然
的
に
「
窮
理
」
に

お
け
る
実
践
の
際
に
も
「
敬
」
は
発
揮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　

で
は
「
敬
」
と
い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
な
修
養
で
あ
る
か
と
言

え
ば
、「
ソ
ノ
ノ
ゾ
ミ
タ
ル
事
、
一
ト
色
ハ
カ
リ
ヲ
思
フ
テ
、
外

ノ
事
ハ
一
念
モ
ウ
ツ
サ
ヌ
」
よ
う
な
、
心
を
存
し
た
状
態
で
あ
る

こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
と
蘭
洲
は
言
う
。
つ
ま
り
「
心
在
焉
、
視
而

見
、
聴
而
聞
、
食
而
知
其
味
」
と
い
う
ふ
う
に
、
そ
の
都
度
の
対

象
に
全
力
を
も
っ
て
集
中
し
て
臨
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
稿

の
序
に
挙
げ
た
垣
内
氏
の
説
と
ま
さ
に
一
致
し
て
い
よ
う
。

　

じ
つ
は
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
論
を
、
門
人
で
あ
る
中
井
竹
山
も

述
べ
て
い
る
。

主
一
無
適
ノ
義
、
如
何
ト
ノ
コ
ト
承
ハ
ル
。
ソ
ノ
修
行
ハ
切

実
緊
要
ノ
コ
ト
ニ
テ
、
初
学
ノ
人
ノ
手
ニ
入
ガ
タ
キ
コ
ト
モ

ア
ル
ベ
ケ
レ
ト
モ
、
ソ
ノ
文
義
ハ
何
ノ
子
細
モ
ナ
キ
コ
ト
ナ

リ
。
コ
レ
ヲ
事
ム
ツ
カ
シ
ク
心
得
ル
ハ
学
者
ノ
浅
陋
ナ
リ
。

蓋
シ
コ
ノ
四
字
ハ
、
モ
ト
程
子
ノ
敬
ノ
字
ヲ
釈
セ
ラ
レ
タ
ル

言
ナ
リ
。
敬
ト
ハ
恭
敬
ニ
テ
、
モ
ト
ヨ
リ
心
ニ
物
ヲ
ウ
ヤ
マ

イ
重
ン
ズ
ル
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
ア
ナ
ガ
チ
手
ヲ
ツ
キ
腰
ヲ

カ
ヾ
メ
尊
長
貴
人
ニ
事
ル
コ
ト
ノ
ミ
ニ
限
ラ
ズ
、
タ
ヾ
平

日
ニ
心
ヲ
リ
ン
ト
引
シ
メ
、
総
シ
テ
何
ニ
テ
モ
心
底
ニ
大

事
〳
〵
ト
思
ヒ
テ
、
戒
慎
恐
懼
ス
ル
コ
ト
肝
要
ナ
リ
。
コ
レ

ヲ
存
主
ノ
敬
ト
云
。
コ
ノ
敬
ノ
本
ナ
リ
。
コ
ノ
本
タ
テ
バ
、
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何
ノ
コ
ト
ニ
モ
施
シ
テ
可
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
苟
モ
本
立
ザ

レ
バ
事
ニ
臨
ミ
テ
俄
ニ
敬
セ
ン
ト
欲
シ
テ
モ
、
ソ
ノ
敬
ト
ヽ

カ
ヌ
モ
ノ
也
。
程
子
ノ
主
一
無
適
ハ
コ
ノ
存
主
ノ
敬
ヲ
本
ト

シ
テ
何
事
モ
コ
ノ
念
頭
ヨ
リ
推
行
フ
心
モ
チ
ヲ
説
レ
タ
ル

也
。
主
一
ハ
一
ヲ
主
ト
ス
ル
ニ
テ
、
心
ヲ
一
途
ニ
ス
ル
コ
ト

也
。
無
適
ノ
適
ハ
音
赤
ニ
テ
、
ユ
ク
ト
ヨ
ム
。
無
適
ナ
レ
バ

何
方
ヘ
モ
ユ
カ
ズ
、
心
ノ
ワ
キ
ヘ
チ
ラ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
。
一
途

ナ
レ
バ
ワ
キ
ヘ
チ
ラ
ズ
、ワ
キ
ヘ
チ
ラ
ネ
バ
必
ズ
一
途
ナ
リ
。

故
ニ
朱
子
ノ
言
ニ
モ
、
主
一
ノ
外
ニ
又
別
ニ
無
適
ア
ル
ニ
非

ズ
ト
ア
リ
。
必
竟
同
シ
コ
ト
ヲ
丁
寧
ニ
云
ナ
リ
。
父
ニ
向
ヘ

バ
一
途
ニ
孝
ニ
志
シ
テ
他
ニ
適
ズ
、
君
ニ
向
ヘ
バ
一
途
ニ
忠

ニ
志
シ
テ
他
ニ
適
ズ
。
凡
ソ
人
倫
ノ
交
リ
ヨ
リ
、
書
ヲ
読
ミ

芸
ヲ
講
ズ
ル
マ
デ
、
ソ
ノ
時
ソ
ノ
事
ヲ
一
途
ニ
シ
テ
他
ニ
適

ヌ
コ
ト
ナ
リ
。
故
ニ
食
フ
ベ
ク
シ
テ
食
ヒ
、
眠
ル
ベ
ク
シ
テ

眠
リ
、
哀
ム
ベ
キ
コ
ト
ヲ
哀
シ
ミ
、
楽
シ
ム
ベ
キ
コ
ト
ヲ
楽

シ
ミ
、
オ
カ
シ
キ
ト
キ
ニ
笑
フ
モ
、
ミ
ナ
主
一
無
適
ニ
テ
、

凡
ソ
存
シ
テ
二
念
ナ
ク
、
施
シ
テ
ソ
ノ
可
ニ
ア
タ
ル
ヤ
ウ
ニ

ス
ル
コ
ト
ハ
、
皆
敬
ノ
中
ニ
囿
ス
。
敬
以
直
内
、
義
以
方
外

ト
云
モ
是
ナ
リ
。
然
ル
ヲ
世
ノ
実
学
ヲ
ス
ル
人
必
ス
ワ
リ
膝

ハ
リ
臂
ヲ
シ
テ
、
カ
リ
ソ
メ
ニ
モ
果
シ
眼
ニ
テ
、
人
ヲ
義
絶

ス
ル
コ
ト
ヲ
敬
義
直
方
ノ
訓
ト
心
得
タ
ル
モ
ア
ル
ハ
大
ナ
ル

誤
ナ
リ
。
勿
論
敬
ハ
𠑊
格
ヲ
正
面
ト
ス
ル
故
ニ
、
誤
リ
テ
ハ

カ
ク
圭
角
ノ
ア
ル
方
ヘ
モ
流
ル
ベ
シ
。
ソ
レ
故
程
子
ハ
荘
厳

ナ
ド
ノ
字
ヲ
用
ズ
、
ヒ
ロ
ク
主
一
無
適
ト
説
レ
タ
ル
ハ
意
味

ア
ル
コ
ト
也
。
モ
シ
又
一
分
ノ
片
意
地
ヲ
出
シ
、
傍
人
ノ
言

ヲ
イ
サ
ヽ
カ
用
ヒ
ズ
シ
テ
、
コ
レ
ヲ
主
一
無
適
ト
イ
ハ
ヾ
、

ソ
レ
ハ
一
途
ニ
ア
シ
キ
コ
ト
ヲ
主
ト
シ
テ
、
ツ
ヰ
ニ
ヨ
キ
方

ヘ
ユ
カ
ヌ
ナ
レ
バ
、
ソ
レ
コ
ソ
固
滞
人
ノ
主
一
、
執
拗
家
ノ

無
適
ナ
ル
ベ
ケ
レ
。
程
朱
門
下
ノ
主
一
無
適
ト
ハ
、
薫
蕕
氷

炭
ノ
チ
ガ
ヒ
ナ
ル
ベ
シ
。
ヨ
ク
〳
〵
ワ
キ
マ
ヘ
ラ
ル
ベ
シ
。

〔『
竹
山
国
字
牘
』「
答
谷
生
、
論
主
一
無
適（
（（
（

」〕

　

竹
山
は
よ
り
具
体
的
に
、「
忠
」
や
「
孝
」
の
実
践
か
ら
、
読

書
や
寝
食
、
果
て
は
喜
怒
哀
楽
の
発
す
る
場
に
お
い
て
、
す
な
わ

ち
あ
ら
ゆ
る
「
行
」
に
対
し
て
一
途
に
集
中
し
て
臨
む
の
が
、「
主

一
無
適
」
の
「
敬
」
で
あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
他
人
に
惑
わ
さ
れ

ま
い
と
し
て
「
人
ヲ
義
絶
ス
ル
コ
ト
」
を
「
敬
」
で
あ
る
と
解
釈

す
る
向
き
に
対
し
て
は
批
判
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
蘭
洲
の
説

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
見
て
も
差
し
支
え
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

な
お
、
竹
山
は
右
の
よ
う
な
「
敬
」
の
具
体
的
内
容
を
述
べ
た

の
ち
、「
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
ト
云
モ
是
ナ
リ
」
と
言
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
参
考
の
た
め
、

蘭
洲
の
論
を
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

懐徳堂研究　第 9 号　平成 30 年 2 月 28 日

88



易
坤
ノ
文
言
伝
ヨ
ク
ス
メ
バ
、
乾
ノ
文
言
伝
ハ
如
破
竹
ヨ
ク

ス
ム
。
ソ
レ
ハ
坤
ノ
文
言
伝
ハ
賢
人
学
者
ノ
工
夫
、
乾
ノ
文

言
伝
ハ
聖
人
ノ
工
夫
故
ナ
リ
。
先
坤
ノ
文
言
伝
ノ
始
ニ
、
坤

至
柔
而
動
也
剛
、
至
静
而
徳
方
ト
ア
リ
。
至
静
ノ
工
夫
ガ
敬

ニ
テ
、
徳
方
ガ
義
ナ
リ
。
至
静
ト
云
ヨ
リ
敬
以
直
内
ト
イ
ヒ
、

徳
方
ト
云
ヨ
リ
義
以
方
外
ト
云
。
坤
ノ
文
言
伝
ハ
賢
人
ノ
工

夫
ユ
ヘ
、
敬
ニ
始
リ
テ
敬
ニ
終
リ
、
始
終
敬
ナ
リ
。
神
書
ニ

土
ノ
訓
ハ
ツ
ヽ
シ
ム
ト
云
意
ト
云
。
ヨ
ク
ア
タ
レ
リ
。
敬
ハ

土
ノ
理
ナ
リ
。
敬
以
直
内
、
義
以
方
外
モ
敬
義
一
ナ
リ
。
二

ツ
ト
見
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
。
内
ニ
ア
ル
ハ
敬
、
外
ニ
発
ス
ヲ
義
ト

云
。
方
ハ
土
ノ
貌
ニ
テ
定
リ
不
動
事
ナ
リ
。
一
々
義
理
ノ
ト

ホ
リ
定
リ
不
動
ヲ
方
ト
云
。
至
静
而
徳
方
ト
ア
ル
モ
、
方
外

ト
云
モ
、
此
意
ナ
リ
。〔
中
略
〕
至
柔
ナ
ル
ユ
ヘ
至
静
ナ
リ
。

至
静
ナ
ル
ユ
ヘ
ヨ
ク
動
ク
ト
キ
ニ
方
ナ
リ
。
コ
レ
敬
義
ノ
源

ナ
リ
。
聖
人
ハ
天
ニ
法
ト
リ
賢
人
ハ
地
ニ
法
ト
ル
。
地
ハ
土

ヲ
主
ト
ス
。
敬
ハ
土
ノ
気
象
ナ
リ
。
五
行
皆
土
ニ
本
ヅ
ク
ユ

ヘ
ニ
、
敬
ハ
万
事
ノ
本
根
ト
イ
ヘ
リ
。〔『
密
察
録
』（
大
阪

府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
）、
八
十
五
葉
表
〕

　

こ
れ
を
見
れ
ば
、
蘭
洲
は
「
敬
以
直
内
」
と
「
義
以
方
外
」
と

を
「
居
敬
」
と
「
窮
理
」
の
関
係
で
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
判

る
。「
行
」
の
際
の
己
の
心
的
状
態
の
修
養
が
「
直
内
」
で
あ
り
、

そ
の
状
態
の
ま
ま
で
行
為
す
る
こ
と
が
「
方
外
」
な
の
で
、
こ
の

二
者
を
「
二
ツ
ト
見
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
」
と
言
う
。
こ
う
し
て
す
べ
て

を
「
敬
」
に
包
含
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
坤
ノ
文
言
伝
ハ
賢
人

ノ
工
夫
ユ
ヘ
、
敬
ニ
始
リ
テ
敬
ニ
終
リ
、
始
終
敬
ナ
リ
」
と
い
う

論
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
『
密
察
録
』
の
文
と
先
の
『
知
新
録
』
の
文
と
を
併
せ
て

考
え
る
と
、
ど
う
な
る
か
。
す
な
わ
ち
、「
敬
以
直
内
」
と
「
義

以
方
外
」
と
が
完
全
に
果
た
さ
れ
る
前
提
条
件
と
し
て
あ
る
の
が

「
窮
理
」
で
あ
り
、
そ
の
「
窮
理
」
も
ま
た
「
敬
」
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
窮
理
」
と
「
居
敬
」
と

い
う
「
知
」・「
行
」
は
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
る
。

結

　

以
上
、
本
稿
で
は
五
井
蘭
洲
の
「
敬
」
論
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
蘭
洲
は
「
敬
」
を
「
窮
理
」
を
も

包
含
す
る
「
行
」
の
具
体
的
方
法
論
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
で
、

「
知
行
並
進
」
に
通
ず
る
、「
知
」
と
「
行
」
の
相
互
補
完
を
目
指

し
て
お
り
、
同
様
の
論
が
中
井
竹
山
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
こ
で
改
め
て
課
題
と
な
る
の
が
、
こ
の
「
敬
」
論
が
思
想
史

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
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あ
る
。

　

例
え
ば
山
崎
闇
斎
な
ど
は
、『
大
学
』八
条
目
に
お
け
る「
修
身
」

以
上
の
こ
と
は
「
敬
以
直
内
」
で
あ
り
、「
斉
家
」
以
下
の
こ
と

は
「
義
以
方
外
」
で
あ
る
と
説
き
、
い
わ
ゆ
る
敬
内
義
外
説
（
敬

義
内
外
説
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
「
直
内
」
と

「
方
外
」
の
関
係
性
を
「
行
」
の
区
分
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、

蘭
洲
の
説
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
は

日
本
儒
学
史
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
知
行
論
に
お
け
る
「
敬
」
の

位
置
と
意
義
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
展
開
が
あ
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

注（
１
）	

近
年
の
研
究
に
お
い
て
は
、
吾
妻
重
二
『
朱
子
学
の
新
研
究
』
第
二
部

第
三
篇
第
三
章
（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
）、
垣
内
景
子
『「
心
」
と
「
理
」

を
め
ぐ
る
朱
熹
思
想
構
造
の
研
究
』
第
一
章
第
二
節
、（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
五
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）	

敬
者
、
一
心
之
主
宰
而
万
事
之
本
根
也
。〔『
大
学
或
問
』
経
〕

（
３
）	

学
者
工
夫
唯
在
居
敬
窮
理
二
事
。
此
二
事
互
相
発
、
能
窮
理
則
居
敬
工

夫
日
益
進
、
能
居
敬
則
窮
理
工
夫
日
益
密
。〔『
朱
子
語
類
』
巻
九
〕

（
４
）	

注
（
１
）
の
吾
妻
氏
前
掲
書
。

（
５
）	

二
先
生
所
論
敬
字
、
須
該
貫
動
静
看
方
得
。
夫
方
其
無
事
而
存
主
不
懈

者
、
固
敬
也
。
及
其
応
物
而
酬
酢
不
乱
者
、
亦
敬
也
。〔
中
略
〕
豈
必

以
攝
心
坐
禅
而
謂
之
敬
哉
。

（
６
）	

注
（
１
）
の
吾
妻
氏
前
掲
書
。

（
７
）	

垣
内
景
子
『
朱
子
学
入
門
』
第
五
章
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
）

（
８
）	

以
下
、『
非
伊
編
』
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
寺
門
日
出
男
「
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館
蔵
蘭
洲
遺
稿
に
つ
い
て
」（『
懐
徳
堂
研
究
』
第
六
号
、

二
〇
一
五
）
を
参
照
の
こ
と
。
一
般
的
に
は
「
非
伊
篇
」
と
し
て
知
ら

れ
る
が
、
寺
門
論
文
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
大
阪
府
立
中
之
島

図
書
館
蔵
本
は
内
題
・
外
題
と
も
に
「
非
伊
編
」
と
あ
る
た
め
、
本
稿

で
も
こ
ち
ら
の
表
記
を
採
用
し
た
い
。

（
９
）	

嘗
慨
一
時
鉅
儒
不
為
少
、
而
不
局
乎
固
滞
、
輒
帰
乎
忽
略
、
神
仏
譎
誕

之
説
、
乗
以
張
皇
、
其
厭
之
者
変
為
功
利
詞
章
、
反
籍
口
乎
復
古
、
高

自
標
榜
、
好
新
奇
之
士
、
靡
然
趨
附
、
文
行
岐
而
良
材
日
壊
。
乃
掲
以

博
約
之
旨
、
矯
偏
拯
〔
浪
華
名
家
碑
文
作
極
〕
頽
、
以
正
人
心
合
文
於

行
、
著
非
伊
非
物
非
費
承
聖
諸
篇
、
艾
榛
蕪
以
示
周
行
。
後
進
知
所
郷
、

若
大
寐
新
醒
。
豈
非
道
足
以
息
邪
説
者
。

（
10
）	

拙
稿
「
懐
徳
堂
学
派
の
知
行
論
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
九
集
、

二
〇
一
七
）

（
11
）	

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
蘭
洲
自
筆
本
、
上
巻
、
十
七
葉
表
。

（
12
）	

注
（
８
）
の
寺
門
論
文
。
寺
門
氏
は
こ
の
「
古
学
論
」
に
つ
い
て
、
宝

暦
九
年
に
蘭
洲
が
中
風
を
発
症
し
、
有
馬
温
泉
で
湯
治
を
行
っ
た
際
に

書
か
れ
た
諸
文
章
に
続
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く

同
年
頃
の
作
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
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（
13
）	「
仁
斎
又
悪
敬
字
、
非
程
朱
。
然
有
学
問
之
道
以
来
、
古
書
説
敬
字
不

一
而
足
。
唯
有
桀
紂
者
、
曰
敬
不
足
行
。
仁
斎
亦
読
書
人
也
。
何
嘗
不

知
敬
可
尚
。
但
為
程
朱
主
張
敬
字
而
悪
之
耳
。
諺
所
謂
疾
浮
屠
及
袈
裟

者
也
」。
な
お
『
非
伊
編
』
に
お
い
て
は
「
仁
斎
又
悪
敬
」
の
下
の
「
字
」

が
無
く
、「
唯
有
桀
紂
者
、
曰
敬
不
足
行
」
の
文
が
無
い
。

（
14
）	

長
文
の
た
め
、
本
稿
で
は
内
容
を
鑑
み
て
改
行
し
た
。
な
お
『
語
孟
字

義
』
の
仁
斎
の
説
が
追
加
さ
れ
た
真
意
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た

だ
し
、「
古
学
論
」
に
お
い
て
は
「
今
也
余
以
病
屏
居
多
假
（
マ
マ
）、

借
童
子

問
於
友
人
読
之
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、「
今
也
余
以
病
屏
居
多
暇
、
借

童
子
問
語
孟
字
義
等
於
友
人
読
之
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
古
学
論
」
の
時
点
で
は
『
語
孟
字
義
』
を
精
読
し
て
い
な
か
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。

（
15
）	

又
曰
、
敬
尊
崇
奉
持
之
謂
。
按
古
経
書
無
一
謂
無
事
徒
守
敬
字
。
朱
子

曰
、
敬
者
一
身
之
主
宰
、
万
事
之
根
本
。
愚
謂
不
然
。
聖
門
学
以
仁
義

為
宗
、
而
忠
信
為
主
。
未
嘗
以
敬
為
万
事
之
根
本
。
学
者
孰
不
以
仁
義

為
宗
忠
信
為
主
。
夫
子
曰
修
己
以
敬
。
仁
義
者
修
己
之
本
也
。
其
要
在

敬
、
請
詳
論
之
。
以
敬
為
修
養
之
功
、
肇
自
唐
虞
歴
三
代
、
詩
書
六
芸

之
所
載
、
歴
々
可
数
。
其
最
切
者
、
孔
子
曰
、
敬
以
直
内
。
是
尊
崇
奉

持
何
物
乎
。
至
国
語
云
、
敬
者
徳
之
聚
也
。
能
敬
必
有
徳
。
是
尊
崇
奉

持
何
物
乎
。
雖
欲
宗
仁
義
、
内
省
無
敬
、
則
何
能
得
仁
義
。
孔
子
以
敬

教
学
者
曰
、
行
篤
敬
、
修
己
以
敬
。
是
又
尊
崇
奉
持
何
物
乎
。
至
孟
子

亦
然
。
自
戦
国
歴
秦
漢
、
聖
王
不
作
、
処
士
横
議
、
放
蕩
自
肆
、
即
遺

敬
。
至
晋
清
言
之
徒
出
、
言
礼
法
豈
為
吾
輩
設
哉
。
夫
礼
者
敬
耳
。
此

輩
蔑
礼
、
況
敬
乎
。
即
乱
頭
養
望
言
曠
達
、
世
之
悦
放
肆
者
、
滔
々
皆

帰
之
、
不
知
聖
門
正
心
威
儀
之
学
。
如
王
弼
何
晏
之
倫
、
雖
以
易
論
語

為
専
門
、
其
為
人
、
浮
虚
躁
妄
、
皆
不
足
取
。
於
是
武
人
倍
吏
、
易
其

誕
、
異
端
邪
説
、
乗
其
虚
鼓
其
説
、
以
軽
慢
之
、
因
循
至
唐
末
五
代
、

遂
併
君
臣
之
義
廃
之
。
夫
敬
与
義
者
相
為
表
裏
内
外
者
也
。
故
曰
敬
以

直
内
、
義
以
方
外
。
夫
廃
敬
、
則
義
従
而
亡
、
亦
可
観
。
由
是
纂
弑
相

継
於
上
、
邪
暴
並
興
於
下
、
雖
有
一
韓
退
之
不
能
本
之
於
理
性
、
亦
不

知
敬
之
可
尚
、
無
補
于
聖
教
。
及
宋
諸
君
子
、
以
礼
律
身
、
以
敬
存
心
、

以
復
唐
虞
三
代
之
旧
。
其
間
有
陸
象
山
者
、
悪
敬
、
至
明
興
王
陽
明
李

卓
吾
輩
、
亦
不
知
敬
義
之
為
学
、
佞
仏
授
禅
、
遂
夷
狄
入
中
国
、
敬
義

之
学
、
掃
地
而
尽
、
明
従
亡
。
由
是
観
之
、
敬
係
人
心
邪
正
、
国
家
治

乱
、
其
可
忽
乎
。
仁
齊
為
人
緩
慢
、
不
悦
義
気
激
烈
、
故
疾
敬
爾
。

（
16
）	

注
（
１
）
の
吾
妻
氏
前
掲
書
。
吾
妻
氏
は
「
道
学
お
よ
び
朱
熹
に
お
け

る
敬
は
、
先
秦
以
来
の
用
法
に
む
し
ろ
忠
実
な
の
で
あ
る
」
と
し
、「
篤

実
な
仁
斎
ら
し
か
ら
ぬ
疎
漏
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
言
う
。

（
17
）	

又
曰
、
後
世
或
以
持
敬
為
宗
旨
、
或
以
致
良
知
為
宗
旨
、
未
有
以
忠
信

為
主
。
亦
異
夫
孔
門
之
学
矣
。
夫
宋
儒
以
忠
信
為
本
、
唯
其
方
法
、
各

以
其
性
所
近
。
故
或
持
敬
、
或
致
知
、
皆
所
以
進
忠
信
也
。
不
知
仁
斎

進
忠
信
之
方
法
、
何
以
也
。
将
口
誦
忠
信
如
老
婆
念
仏
歟
。

（
18
）	

蘭
洲
の
説
く
「
真
知
実
見
」
に
つ
い
て
は
、
田
尻
祐
一
郎
「
懐
徳
堂
学

派

―
五
井
蘭
洲
と
中
井
履
軒
」（
源
了
圓
編
『
江
戸
の
儒
学

―
『
大
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学
』
受
容
の
歴
史
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
19
）	

注
（
10
）
の
拙
稿
お
よ
び
同
「
五
井
蘭
洲
と
中
井
履
軒
の
格
物
致
知
論
」

（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
十
号
、
二
〇
一
七
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
20
）	
テ
キ
ス
ト
は
『
懐
徳
堂
遺
書
』（
松
村
文
海
堂
、
一
九
一
一
）
に
拠
っ

た
（
上
巻
、
三
十
九
葉
）。

（
21
）	

市
川
本
太
郎
『
日
本
儒
教
史
（
四
）
近
世
編
』
第
一
部
第
三
篇
第
一
章

（
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
）
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